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資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
令和２年５月１日

国立大学法人宮崎大学
契約担当役 理事 迫田浩一郎

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 45
〇第３号
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量 超音波診断装置
一式
 調達方法 購入等
 導入予定時期 令和２年度12月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 内科用超音波診断装置
ａ Ｂモード、Ｍモード、カラードプラ、
パルスドプラ、連続波ドプラ検査ができ
ること。
ｂ 高分解能断層像と高感度カラードプラ
画像を表示できること。
ｃ 臓器組織性状などの診断・解析が可能
であること。
ｄ 観察目的に応じた探触子及び周波数を
備えていること。

Ｂ 外科用超音波診断装置
ａ Ｂモード、Ｍモード、カラードプラ、
パルスドプラ、連続波ドプラ検査ができ
ること。
ｂ 高分解能断層像と高感度カラードプラ
画像を表示できること。
ｃ 臓器組織性状などの診断・解析が可能
であること。
ｄ 観察目的に応じた探触子及び周波数を
備えていること。

Ｃ 産科用超音波診断装置
ａ ３Ｄ／４Ｄ機能を備えていること。
ｂ 観察目的に応じた探触子及び周波数を
備えていること。
ｃ カラー表示できること。
Ｄ 救命救急用超音波診断装置
ａ Ｂモード、Ｍモード、カラードプラ、
パルスドプラ、連続波ドプラ検査ができ
ること。
ｂ 高分解能断層像と高感度カラードプラ
画像を表示できること。

ｃ 即時に画像を確認できること。
ｄ バッテリー搭載によりポータビリティ
が可能であること。
ｅ 観察目的に応じた探触子及び周波数を
備えていること。

Ｅ 心臓検査用超音波診断装置
ａ 自動でＥＦを計算することができるこ
と。
ｂ ３Ｄ経食道エコーが可能であること。
ｃ 経胸壁での３Ｄ描写が可能であるこ
と。
ｄ 小児用経食道プローブを備えているこ
と。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 令和２年６月16日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒8892192 宮崎市学園木花台西
一丁目１番地 国立大学法人宮崎大学財務部
経理調達課 阿南 拓磨 電話098558
7574

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 令和２年５月１日から令和２年
６月16日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 令和２年５月12日11時00分
 開催場所 宮崎大学木花キャンパス事務局
４階会議室

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 22, 31

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Ultrasound diagnostic equip‑

ment 1 Set

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

Ａ Ultrasound diagnostic equipment for

internal medicine.

ａ Capability of B‑mode, color‑coded

Doppler, pulsed‑wave Doppler analysis.

ｂ Ability to display high‑resolution

cross‑sectional image and high sen‑

sitivity color Doppler image.

ｃ Advanced diagnostic capability such

as tissue characterization analysis

should be installed.

ｄ The system should be equipped with

various types of probes with different

wave lengths appropriate for specific

application.

Ｂ Surgical ultrasound diagnostic equip‑

ment.

ａ Capability of B‑mode, color‑coded

Doppler, pulsed‑wave Doppler analysis.

ｂ Ability to display high‑resolution

cross‑sectional image and high sen‑

sitivity color Doppler image.

ｃ Advanced diagnostic capability such

as tissue characterization analysis

should be installed.

ｄ The system should be equipped with

various types of probes with different

wave lengths appropriate for specific

application.

意見招請に関する公示
次のとおり調達物品の仕様書案の作成が完了し
たので、仕様書案に対する意見を招請します。
令和２年５月１日

農林水産省大臣官房参事官（経理）
秋葉 一彦

◎調達機関番号 018 ◎所在地番号 13
１ 調達内容
 品目分類番号 14、71、27
 借入件名及び数量
 農林水産省行政情報システム機器賃貸借
及び保守業務（仮想デスクトップ追加）
一式
 行政情報システム用端末賃貸借及び保守
等業務 一式

２ 意見の提出方法
 意見の提出期限 令和２年５月25日午前11
時（郵送の場合は必着のこと。）
 提出先 〒1008950 東京都千代田区霞が
関１２１ 農林水産省大臣官房予算課調
達班調達第１係 鈴木めぐみ 電話03
35916753

３ 仕様書案の交付
 交付期間 令和２年５月１日から令和２年
５月24日まで。
 交付場所 上記２に同じ。

Ｃ Obstetrics ultrasound diagnostic equip‑

ment.

ａ The system should have 3D／4D ult‑
rasound features.

ｂ The system should be equipped with

various types of probes with different

wave lengths appropriate for specific

application.

ｃ The system should be designed for

color imaging.

Ｄ Ultrasound diagnostic equipment for

emergency medical.

ａ Capability of B‑mode, color‑coded

Doppler, pulsed‑wave Doppler analysis.

ｂ Ability to display high‑resolution

cross‑sectional image and high sen‑

sitivity color Doppler image.

ｃ Image confirmation available im‑

mediately.

ｄ Portability because of powered by

battery.

ｅ The system should be equipped with

various types of probes with different

wave lengths appropriate for specific

application.

Ｅ Ultrasound diagnostic equipment for

cardiac examination.

ａ Auto EF for emergency.

ｂ 3D TEE necessary.

ｃ 3D TTE necessary.

ｄ TEE for pediatric necessary.

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 16 June, 2020

 Contact point for the notice : Takuma

Anan, Procurement Section, Accounting

Division, National University Corporation

University of Miyazaki, 11 Gakuen

Kibana‑dai Nishi Miyazaki‑shi 8892192
Japan, TEL 0985587574
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